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翡江辻辿跡は、 11(1和 32 年に畑作業lj Iに発見された箱式石柏に端を発

した筑後叶iを代表する辿跡であります。

今日の闊査では弥牛時代から占閉時代にかけての繕地が整然と並んで

確認され、'11 iiiでは2例IIとなる弥生人竹も確認されました。

今次調杏で明らかになった弥生時代の煤制を知ることは、筑後市民の

祖先の忙け料を知るということです。これを記録として伝え残すために、

号古学・人類学・医学・歴史学などの様々な視点から埓察し、史には最

先端の科学技術を駆使し文化財調査報告, lfとしてまとめました。これら

の成果を未米へ残すことは、多様化したライフスタイルやモノに溢れた

視代人にとって近い将米、必ず顧みる資料となるのではないでしょうか。

池i]査にあたっては、関係機 l具I 並びに市民の持さまに多くのご協力を得

たことに深く感謝いたします。

、ド）J父22イド3) J 

筑後iij教育委員会
教育長 城戸一 男
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n. 位置と環塙

・地Jll!的閑椛
筑後巾 は伽岡県の南西部 、 筑紫f野<})中央部に(1'1 :;•'lする"i域をJRJ£砂ば、；本線とlril近209けが縦断し 、

1,,1道442けが横断する また 、"i南西部には •級河川())矢部 川. ,111),!: 部には1 11ノJ I川や化＇ぶ川 、 北部

には介II川が西流する，di北部には且納山地から派'I:する八なI子陵が西に延ひ 、 i礼漑川0)淵池が瓜(I:す

る 11m叫状地である束部や、(1\地であるrH西部には1此菜1]<路が発泣している，'11 d Iは県内(i数0)/此菜

地仰であり、 北部のIr.陵地域では米樹I傭11や歳II、 1,U部では米々中心(})11111:IIJ他沿がJムがる。"i街地は1,.1迅

に沿って巾0)111心部に形成されている

.)If史 n,,1 」閑ll紅

1\
0
/171という地名は 和名f釘に 祁Ill船ぷ郷として心載される 品 ，;�iはあるが、 甜餡よ卜;)J.郡域と：

祁I祁域の塙朴であり、

． ，沿I辻辿跡火隣地で侃認された tr'IJ\ {湘について

今次 ，J,',J介地点の東約50mf�, 10J{i'i.W 1'で、II{/和32年に倫仙tJll<J)深耕ll,1J(こ1t見された箱式（汁fi•:,·i.がある （

箱式{ I�ff•!,\ 9 J,�(竹しくは7址）、 粘I榔({ I t,' ,1 I脳裕と思わ�lる） 2 J認 lirt認してしヽる 箱式{ I f
f
伐.,

は{ i柏内部に亦色,rn料を冷(11しており 、 (j柏0) l<さ は約160cm -- 202 rm 、 1j11i1'10 cmである u 人件は身

艮I GO c111f'i! であったという、li11認された袷と人•けは新IHI発Kされており 、 ヽ', II、�を知る視 r, ·u >地杵者て

ある近藤氏は、 「たくさんの見党化が来たことを牝えている」と11/iっている 如こ11({和32 <「2 JHこ久

憎米人学 l'J翌部第l解剖ヤ教字により 柘I岡県筑後枷俯 l発掘0)りりi'I式II、'1代の人骨に就しヽて・としヽう

論文（「久WI米I欠学会雑心」）が執'f\されている この論文によると、 れは合 1d 10 J,4検IIIされ、 { j材は
片府 、 { j材叫紅点にI'I粘Iを JI lし‘、 そrJ)1j1 <J) I JよからはII(溢竹と惰ISV)ド）I� 灼が残(r. してしヽる この

人竹 は�Iりリj件と仔えられるとしている

これらO)•t,11 恨から今次晶lftO)成果と比較すると、 今次』1,lfi.O) 2夕1]111[ t料.,.())延 l< I.{/)�.·· とどえられ、

箱式｛消'(())状慇と赤色紺i料0)喰(1 1、 I'I粘1による密m状況など�1:m·に近似するリ込糸をもっている 列JI!'
倅O)ljlV)符i」\:{ j柏群0)ありJ点については後述りるが、 今からSO "1-1'11Iに'11 1 Iiで•J/Ji'I11、i代0)•!,'�())瀾1"1:が
行われていた ·Hは』常に加nな沢料である J

. �. 
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IlI . 調査成呆

(I) はじめに

,J,'ill"iは平成 20年l2JJ 1711かが「（機によるlx I. 成11ぎを行い、 平成21年I J J 16 1 1より(1業Uによ

る「1り菜の泄，l代に{げし た 平成2 1り3)12 111こ九州人,·;:: 中稿教授による 人fl採収をhい 、 平成21

年3JI G II報道関係に公開し、 現地説11)1会を< r)た その後、 調介は継紐してhし、 、 平成21年3J j 

I G I Iに辿跡令（本の布, , ,., f. 叫Jぶ；I�、 f成2 1年3JI 31 11しこ.11i11tを終え現場りliJQしをhった

池J ff I人視況は畑であり 、,Vi\Jff.lメは1,,1迅建設部分を没定した。 辿拙叫胤削は I< I. から辿耕lifliよでを（イi)

徳光建設（代K 稿爪徳光） に応［し、 辿枷hiかりは地Jじ作業UによるT竹氾0)掘削をhった

、訂た 、 調介後に新設迅路に後続する）：�(1菜川迅路確保0)た

め so mo鴻認瀾代を行い 、 l)Ji� 袷をI J.(lift認してtヽる

(2) Jふ;: 1:M 

h···/位は、 約40 anO)灯II I: ドに淡）火黒色 I o)辿物包含）f•'iを確

必し、 己含/f•'i除ム後、 地山に切り込む形て辿構を検Illしてい

る 辿構は枯'/、 ピット、 I脳、JI:' i、 �.しを確忍した。

,.. .... 遺情貴号 内＂ Ill』 S貫り iJI償暑I� 内約
I �uuul i貴 31 ピット
？ ピット SB190 38 ピット
3 ピット 39 ピット
4 土壇 40 ST040慕
5 ST005鼻 41 ピット
6 土嶋 42 ピット
7 SE007 井戸 43 ピット
8 9ット SB190 “ ピット
， '"'· ント SB205 45 ST046● 
10 SIOIO ヽ 46 ヒット
II ット 47 ビット
I? ット 48 Jット
13 ット 49 ット
14 不明 �o S1050 ヽ
15 S1015縞 bl ット
10 ビット 57 9ット
II ピット S!120$ ぶ｝ ット
18 ビット b4 ット
19 SE019 井戸 55 SP055 ット
20 ST020 & 56 "·')ト
21 ピット 57 ピット
2? ピット 68 ピット
23 ビット 69 ピット
24 ビット 60 ST060 嵐
26 ST025騒 61 ピット
26 ピット SB205 62 ピット

ピット SB205 63 ビット
28 ピット SB205 64 ... ット
29 ピット $8185 65 S1065 ヽ
30 ST030 皐 66 ット
31 ピット Sll185 61 メット
32 ピット S8185 68 ット
33 ピット S818D 69 /ット
34 ピット SB185 /0 S1070 贔
3b ST035 愚 71 ピット
36 ピット SB205 72 ピット

I●皐
SB190 
SBl90 
SB190 

S8195 
SB195 
S8195 
SBl95 

SBl95 
SOl05 
S8195 
S8195 

SB200 
S8200 
SB200 
S8200 

S8200 
S8200 
$8200 
$8200 

S1l200 
SB200 
SB200 
SB200 

SB200 
SB200 
SB200 

l�lllUU 

SB200 
ISHZUU 

Tai>. I 辿構附け台�u
� 

燿土（約40c●)

SOOOl r 
凸灰鳳色上（約20c●)

遺鳩

地山（淡貫茶色山

ドig.3 J,4� ゞ Il1·H�」·\l�I

SIi-it 遺横書｀ 内"
“ ピット
74 ピット
75 S1075 
76 ピット
71 ビット
80 S1080 
85 S1086 
90 ST090 
95 ST095 

100 SKIOO 土壇
105 S1105 JII 
110 S「110
115 不明
i?O 不明
126 不明
130 不明
135 S1135 菖
140 SI 140 
145 ST145 
160 S「150
165 ヽ叫
160 ST160 
165 ST 165 
170 STI 70 
175 STI 75 
180 SIi BO 
185 S8185 T7 n:ntlll 
190 $8190 立札謹物
195 S8195 立n健物
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SK 00 4 ( F ig. 1 1、 Pla.5)

』.�J l"i: Iべ北IQJ�で検 I l lし た隅丸Ii 形を ＇社す る Hi, と し 穴である。 検111 1<刺l約1 .73m 、 知胤I約1 . 1 3 m、 深

さ 約0.82 m 、 「 11 央に 並 列した2 ヶ 所0)杭痕跡が残 るJ 木/Cイし0) 径は約0. 18 m 、 0. 13m 、 深 さ 約 0.1 8

m を測 る 。 雌 Kは黒色系 でかな り 締 ま っ てい る 。 I l l I.: 辿物は な い。
SK 006 ( F ig. l L 、 Pla.5)

1i,9伽
I

 一

賣罐1 1, 70m 中央
sooo, 

1 淡罵色土一

1� 

12.l他

J/
J
 

。

血

1 黒茶色土
2 晴罵荼色土 （黒色フ ロ ッ ク 混）
3 淡褐黒色土 （黒色ブ ロ ッ ク 渇）
4 暗灰黒色土 （黒色プ ロ ッ ク渭）
5 噌罵色土

．．
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•••
 

．．．
 

し •1

．．．．
 

．．
 

．．．
 

•••
 

2m 

12. 的霞

1 耕作土
2 浪灰黒色土
3 曙褐色士
4 罐灰鳥色土
S 灰黒色土
6 淡灰黒色土 （贄色上還l
7 淡鳳色土

; ：翡ま 閑旦品y ク濯）

10 贖灰褐色土1 1 黒灰色土
12 淡荼褐色土
ll 茶褐色土 （黒色土還）

1 3  

SE019 

im
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SDOO I 、 SE007、 SE0 1 9 」".lr'i l� ( I / 40) 
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SE007 伯 隣で検 /II し た 隅丸k方形を ',団する 落 と し穴である 。 検/ Ill�軸 約2.08 rn 、 短tli庸 約1 .0 m 、 深さ

約0.83 111 を測 る J 中/tfL はない。 .ttH I: は黒色系でかなり 締 ま っ てい る , 11 I I: 辿物はない

t,i 0『)J\ ( 1 f1'p硲）

STOGO ( Fig. I 2 、 Pla.7 � 1 1 )
t,'. 域は隅 丸1-<方形を 'il し、 2 段に制 り込まれる 1-. 段 はli さ 約2. 45 m 、 加 は約1 .3m .._ I .66 m、 深

さ 約0. 26 111 を測 る ， 卜段はlとさ 約1.7 4m 、 11間約0.6 5 m 、 最人深 さ 約0.49 m を 測 る ， 点� ( iはM 平な
化l1ti間を 4枚Mzべ、 隙間に小T�Iル） 化l1t.l '<' I ;を3枚 ,)(;べ てい る 。 ( jO)隙11\Jには紺色粘 Lを却J'! し 、 II 111-<り
し てし ヽ る 。 小I I ( iは各 l 枚 ( I 枚が緑泥 ｝ 『 内 ） 、 側 ( jは各 3 枚 ( I 枚のみ緑泥J 'i"<' D 、 { i柏の内 杖 は艮

11()9'II  
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1 暗鳥e土 （固く綺る）
2 淡灰黒色土 （やや緯る）
3 贈茶燻色土 （杭か ？ ）
4 隋黒茶e土 （杭か ？ ）
5 淡荼褐色土
6 浅鳳色土
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Fig. I I SK004 · 006 火測図 ( 1 /40)
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rig. I 2 ST060 火測図 (1/30)

は後世の捐乱に よ り 緑Wlヤ岩が 1 枚残{{-するに利まる、 蓋検出時に蓋以外の部分で黄色粘J.:を確泌し、

粘上には蓋石のI沿跡が残る。 小uGは各 l 枚、 側石は各 3 枚 (l 枚は後世の悦乱に よ り 破拍）、 石棺の
内法は長さ約 l.87 m、 頭位最大t/if約 0.45 m、 足位最小幅約0.39 mを測る。 掘り方に小ロ ・ 側6を立
てた後、 0.04 m程の白色粘土 （赤色毅i料批） を敷き、 死床而とするが、 それとレペルをほぽ同じとす

る緑泥片岩の底fiを 2 枚敷いている。 頭位には長さ約 0.2 m、 幅約0. J I mの緑i尼片岩製の枕を沼く 。

後世の脱乱により棺内に人竹及び副拌品等はない。 沿石、 側石、 小Lf.(iの内面には赤色顔料が塗布され
ており 、 タビ床而にも見られた。

ST I 05 (Fig. I 5、 Pla.1 6 - 18) 

g吸は隅丸長方形を旦 し、 2段に掘り込まれ、 SKIOOに切られており 、 棺が破壊を受けている。 Jこ
段は長さ約 2.25 m 、 船は約 1.4 m 、 深さ約 0.42 mを測る。 下段は艮さ約 1.7 m、 幅約0.48 m、 J以大
深さ約 0.45 mを測る。 益石は屈'I'-な緑泥片料を 6 枚並ぺ、 即間を小型石で埋め、 隙III!には黄色粘土を
充瑣し、l=I張りしている。 小口石は各 l 枚、 側6は）ヤ面 5 枚 （ も う 片方はSKIOO に破姻を受けている）、
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Fig. I 3 ST080 : 応測図 (1/30)

6棺の内法は長さ約 1.59 rn、 頭位最大幅約 0.32 m、 足位屈小幅約 0.15 rnを測る。 掘 り 方に小I」 ・ 側

石を立てた後、 地山 I:に近い七で死J如tiiとする。 枕は無く 、 小口側に粘上がやや麻＜貼られているため

I:枕と考えられる。 棺rAfは人ft及び副葬品はない• 森石、 側Ii、 小口石の内而には赤色顔料が朔布され

ている。

STi 1 0  (Fig.16、 Pla.1 8 - 20)
位服は隅丸Li方形を用し、 ST180 · 2 10 を切り 、 2 段に掘り込まれる 上段は長さ約 2.86 m、 鮒は

約 1.69 m、 深さ約 0.4 i mを測る。 下段は長さ約 2.5 m、 l'IJ約 0.7 rn、 最大深さ約 0.24 mを測る。 蓋

石は屈平な化I鉛岩及び緑泥）れ岩を9 枚並べ、隙Iiりを貨色粘· Iー．を允瑣 し目 張 り し ている。 小口石は各 l 枚、

側6は各 5 枚、 石棺の内法は艮さ約 l.71 rn、 頭位恥大幅約 0.43 m、 足位蚊小幅約 0.3 mを測る。 掘

り方に小ロ ・ OVJC,を立てた後、 地山上に近い-1:で死床面とするャ 枕は無く 、 小I.J側にがやや裔くなって

おり、 士枕と考えられる。 棺内は小動物による悦乱が苔しく 、 頭蓋付や大腿nなどが散乱している状態

であるが、 大腿付な どの残(:f.状況から伸展葬であったこ とが窺われる。 沿石、 側石、 小口石の内面には

赤色顔料が塗布されている。 t、叩I葬品はない。

ST 165 (Fig. i 7 .  Pla.21 - 23) 

給塙は隅丸艮方形を里し 、 ST185 を切り 、 2 段に掘り込まれる。 上段掘り方は瀾�l�外へ延び、 検出

艮約 2.56 m 、 幅は約 1.6 rn、深さ約 0.32 mを測る。 下段は長さ約 2.27 m、術約 1.27 m 、最大深さ約 0.5

mを測る。 蓋石は扁ギな/El油岩を4 枚並べ、隙llllを貧色粘上を允瑣しH張り している。 小U石は各 1 枚、
·15 
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Fig. l 4 ST085 '. 又測図(I/30) 

側<-rは各4 枚、 イi棺の内法は長さ約 1. 84 m、 頭位恥大幅約 0.39 m、 足位最小低約 0.35 mを測る。 揺

りIiに小n · 側石を立てた後、 地1hI: に近い Kで死床而とする。 枕は無く 、 ヒ枕と考えられる。 棺内は

頭益骨窃が一部残{i- している。 -!f!ll)状況から{Ill展拌であったこ とが窺われる。 篠石、 側(j、 小fl行の内

面には赤色顔料が険布されている。 Jal]葬品はない。

給 （石盗 • 木盗• 木棺）

STOOS (Fig. 1 8、 Pla.23 · 24)

裕檄は隅丸艮方形を呈 し、 2段に掘り込まれている。 上段掘 り方は長さ約 2.95 m、 幅約 I.S m、 深

さ約 0.18 mを測る。 下段掘り方は艮さ約 2.3 m、 頭位最大幅約 0.61 m、 足位最小幅約 0.3 m、 I位人深

さ約0.47 mを測る。 棺の内法は長さ約2.08 m、 頭位最大幅約 0.54 m、 足位最小幅約 0.32 mを測る。

斜は棺全体を陪っていた白色粘土に木蓋を 6 枚程度乗せた1紺跡が残り 、 足位のみ絲泥片岩を3 枚並べ

ている。 小n石は各 1 枚で、 掘 り /jに小「l石を立てた後、 床而に淡白色粘土を 0.02 m程敷き死床而と
16 
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Fi g.IS ST105 !,4測図 (J/30)

する。 死床而、 蓋石災、 頭｛＼・［小LIの白色粘土.I:に赤色顔料が見られる。 棺内は人ft及び甜l'W-品はない。

STO 10 (Fig 1 9、 Pla .25 - 28)

紐塙は隅丸長Ii形を凶し、 2 段に掘り込まれている。 I: 段掘り方は餞さ約 2.5 m 、 幅約 1.47 m、 深

さ約 0.30 mを測る。 r段掘り方は長さ約 1.92 m、 頭位Ii}大幅約 O.S m、 足位最小幅約 0.25 m、 最大

深さ約 0.36 mを測る。 棺の内法は長さ約 1. 86 m、 頭位蚊大幅約 0.35 m、 足位最小幅約 0.18 mを測る

盗は l l 枚O)石を龍べ、 その上を淡凶白色粘1:で即間を埋め全体を柑う。 小口石は各 1 枚で、 掘りガに

小l」石を立てた後、 床面に凶白色粘上を 0.03 111から 0.09 m程敷き死床面とする。 扉i位には緑泥Jヤ'1'1
の枕を敷き、 死床面、 益石必、 枕石裏に赤色頗料が見られる。 枕周辺で一部頭盗骨と見られるものが残

る。 副杵品はない。

ST035 (Fig.20、 Pla.28)

俎服は隅丸長方形を惧し、 2 段に掘り込まれている。 1こ段掘り方は長さ約 2.17 m、 幅約 l.3 m、 深

さ約 0.20 mを測る。 下段掘 り方及び棺の内法は長さ約 1.77 m、 頭位最大幅約 0.42 m、 足位最小船約

0.27 ITI、 最大深さ約 0.33 mを測る。 蓋は//;岡岩、 緑泥片店で頭位のみ 3 枚並ぺ、 白色粘土で1祖間を柑

う。 棺内に悛白色粘士を敷き死床面とする。 “蓋裏には赤色顧料を登布している。 棺内は崩落した土で

埋ま り、 人竹、 副葬品は見られない。

ST040 (Flg.21 、 Pla.29 - 31) 

鯰檄は隅丸L匂方形を租し、 2 段に掘り込まれている• 上段掘り方は長さ約 2.0 m、 幅約 l. 45 m 、 深

さ約 0 . 15mを測る。 下段掘り方及び柏の内法は及さ約 1.61 m 、 頭位最大鮒約 0.44 m 、 足位最小船約

17. 
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Fig、16 ST! 1 0  火測図 (1/30)

0.24 m、 屈大深さ約 0.27 mを測る。 蓋は花岡岩、 緑泥片岩を 7 枚並ぺる。 石蓋裏には赤色顔料を塗布

している。 棺内は流入した土で埋 ま り 、 人ft、 副拌品は見られない。

ST045 (Fig.22) 

JJ煽は隅丸艮方形を星し、 2 段に掘り込まれている。 上段掘り方は長さ約 2.09 m、 幅約 1.22 m、 深
さ約 0.24 mを測る。 下段掘り方は長さ約 J.75 rn、 頭位最大幅約 0.39 m、 足位最小幅約 0.28 m 、 最

大深さ約 0.29 mを測る。 棺の内法は貶さ約 1.68 m、 頭位最大幅約 0.4 1 m、 足位最小幅約 0.14 m 、

泣大深さ約 0.35 mを測る。 蓋は棺揺り方周囲を投っていた白色粘 I.:に木蓋を乗せた痕跡が残る。 棺内

は碩位のみ 6 枚の側石でllllむ。 棺内に淡白色粘土を敷き死床頂iと している。 また、 死床直iに近い位i骰

と棺外で赤色頗料が見られる。 棺内は崩落した上で埋まっており 、 人骨、 副葬品は見られない。

ST! 60 (Fig.22) 

紅吸は隅丸長方形を呈し、SKIOO に切られている。 2 段に掘り込まれ、上段掘り方は長さ約2.0m以 K、

- 1 8 ・
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 fig.1 7  STl 65 実測凶 (1/30)

幅約 I . I m、 深さ約 0. 1 9 mを測る口 下段掘り方及び柏の内法は艮さ約 1 .99 m、 幅約 0.6 m、 Jil;k深さ

約 0.26mを測る。 本来、 石盗土隕俎と考えられるが、 SKIOO に破壊を受け、 蓋石は抜き取られ、 一 部

が棺内に崩蕗している。 棺内は流入した上で埋 ま り、 人付、 副葬品は見られない。

ST 175 (Fig23、 Pla 3 1 · 32)

閥介区南西に位附し、 給塙は隅丸長方形を呈し、 3段掘りでg吸を斜方向に掘り下げる。 1 段目掘り

方は、 検出長約 J.82 m、 幅は約 1.06 m、 深さ約 0.26 mを測る。 更に斜方向に階段状に掘り 下げ、 検

HI面からの最大深さは約 1.03 mを測る。 蓋石は扁平な緑泥片岩を 2 段目の秘壊に対して両サイドに 2

枚並ぺ、 中央を小型の6で径いでお り 、 検出時には一 部が崩落していた。 隙間には黄白色粘;-J::を充煩し
• 19・



” ヽ＼一
給土

囀白色虹 -．9
 -=-----— ----」 -— - -------.. ,-

ら―

... ．． 

1 1 .!'.J 11• 

＼ 
＼ 

／ 

� ｀ 
.. 

巴
ll, 泣1!'

＼点 I II 、- 「91 潰汲eBa色給砧土 く死麻甕かl

゜ ，． 
\l � 

2 

Fig. I 8 STOOS 火測図 (1/30)
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Fig.19 s·ro Io 実測困 (1/30)

目張り しているc 棺内からの出上追物はない。

STZ 15 (rig.24、 Pla32 · 33)

俎塙は一部のみ，汎査Iヌ内で検出したが、 大部分は潤行区外へ延びる。 上段掘り 方は検出反約 0.75 m 、

幅約 1.3 m、 深さ約 0.28 mを測る。 棺周囲には淡没色粘」�が敷かれており 、 盗は木滋であっ たと考え

られる。 淡焚色粘土除去後、 小n石・側石を確認している。 棺内法は術約 0.33を測l り 、 死床而に約0.05
・ 20-
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Flg.20 ST035 実測図 (i/30)
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Fig.2 1  汀040 火測図 (1/30)

m程の淡餃白色粘J:t.i:敷く。 棺内は崩格した上で埋まり 、 人11、 瓜1)葬品はない。

STO I 5 (Fig. 25、 Pla.33 · 34)

位はややイ演定形な艮方形を旦し、 2 段掘りである。 上段掘り方は検1H艮約 2.48 m、 幅は約 1.42 m、

深さ約0.1 mを測る- f段掘り方及び棺内法は検山li*\J l.9l m、幅は約0.61 m、深さ約 0.29 mを測る。

木棺である と格えられ、 棺の周Uttに白色粘土を敷き、 板押さえのための白色粘土と板材根跳が死床面小

LIに見られる。 棺内は崩落した土で埋まり 、 人骨、 副拌品は見られない。

-21-
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Fig.22 ST045 · 160 "測図 (i/30)

ST020 <Fig.26、 Pla35)

位塙は隅丸艮方形を呈し、 2 段掘りである。 上段掘り 方は検出長約 2.05 m、 幅は約 1.35 m、 深さ約

0.17 mを測る• F段掘り 方及ひ棺内法は検出長約 2.05 m、 幅は約 0.43 m、 深さ約 0.28 mを測る。 棺

内底部に約 0.04 m程の淡黄褐色土を敷き夕El未面とする。 クEl和面iは非常に硬化 している。 K翡鼻は崩落し

た土で埋まり、 人骨, M1m品は見られない。

ST025 (Fig.27、 Pla.36)

俎城はややイ濱定形な隅丸此方形をtitし、 2 段掘りである。 上段掘り方は検出及約 2.73 m、 船は約 1.68

m、 深さ約 0.08 mを測る。 下段掘り 方及び棺内法は検出長約 1.94 m、 頭位最大幅は約 0.48 m、 足位

最小幅約 0.21 m、 深さ約 0.38 mを測る。 棺内全体を白色粘土で覆い、 棺底部に約 0.04 m程の白色粘

上を敷き死床面とする。 頭位には赤色韻料が見られる。 $);隕は崩落した土で埋まり 、 人付、 甜J拌品は兄
られない。

S-f030 (Fig.28、 Pla.36 · 37)

t.l吸は悦乱を受けており 、 残存部分から隅丸艮方形を固していたと好えられる。 2段掘りで、 I:段掘

り方は検出長約095m以 J:ヽ幅は約 1 . 12m、 深さ約0.08mを測る。 下段掘り方及び棺内法は検出長約 1.7

m、 頭位最大幅は約 0.52 m、 足位最小船約 0.24 111、 深さ約 0.32 mを測る。 検出時、 頭位,Jヽ nにm状

に白色粘上を検出している。 経塙は崩落した士で埋まり 、 人竹、 屈Jj\i品は見られない。

ST050 Cfig.29、 Pla.37 · 38)

位城は一部テラスを設けた隅丸L�方形を且し、 2段掘りで、上段掘り方は検出長約 2.26m、幅は約 1.57

m、 深さ約 0.32 mを測る。 ド段掘り方は検Ill艮約 1.9 Ill. 碩位最火幅は約 0.6 m、足位最小幅約 0.26 m、

深さ約 0.37 inを測る。 棺内法は検出長約 l.84 m、頭位最大幅は約 0.55 m、足位殷小術約 02 m、を測り 、

棺上端と底部に淡黄白色粘土を敷く。 死床ifiiに頭蓋骨と見られる土壌化した部分を検出している。 棺側

面に扁平な緑泥片岩が淡黄色粘上と共に張り付く。 棺上端の政色粘士中から摂片を出士している。

ST065 (Flg.30、 Pla.38)
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Fig.23 STI 75 l*'! 測図 (I/30)
砧壊は一部悦乱を受け、 ST060 に切られる。 残存は棺部分のみで掘 り 方は検出艮約 1.41 m 、 幅は約

0.53 m 、 深さ約0.27 mを測る。 南東小口に1輝］岩を立てる. u吸は崩落した土で埋 ま り 、 人付、 副葬

品は見られない。

ST070 (Fig.31 、 Pla39)

硲燐は隅丸長方形を呈し、 ST045 · 060に切られる。 2段掘りで、 上段掘り方は検出長約2.51 m 、

帳は約 1.53 m 、深さ約0.38 mを測る。 下段掘り方及び棺内法は検出長約 1.77 m、頭位最大幅は約0.61

m、足位最小船約0.42 m、 深さ約0.34 mを測り 、底部周囲が一部溝状に巡る。 棺上端を黄色粘土で投い、

偲li1iiに も 0. 1 m程貼り付けている。 棺底部に約0.01 m程の黄色粘土を敷き死床面とする。 硲漿は崩落

した上で埋 ま り 、 人竹、 副拌品は見られない。

ST075 (Fig.32、 Pla.39)

墓檄は隅丸艮方形を呈し、 2段掘りである。 上段掘り方は検出長約 2.2 m、幅は約 J.34 m、 深さ約0.1 1
mを測る。 下段掘り方は検出良約 1.78 m 、 頭位最大幅は約0.45 m 、 足位最小幅約 0 .2 1 m 、 深さ

約0.31 mを測る。 棺内法は検出長約 1. 78 m、 幅約0.4 m 、 棺上端・側面底部を焚色粘土で投っており 、

木蓋であろ う 痕跡が粘土」：に残る。 も猜塙は崩落した土で埋まり 、 人岱、 副拌品は見られない。

ST090 (Fig.33、 Pla.40)
経堀は隅丸長方形を旦 し、STOSS に切られる。 2段掘りで、 ーI:段掘 り方は検出長約2.36m、幅は約 1 .07

m、 深さ約 0.35 mを測る。 下段掘り方及び棺内法は検出長約 1.98 m 、 頭位最大幅は約 0.39 m 、 足位

最小幅約 0.13m、 深さ約0.33mを測る。 棺上端を黄色粘土で股っていたと考えられる。 足位側面に

扁平な石が張 り付く。 g塙は崩落 した土で埋まり 、 人骨、 副葬品は見られない。

ST095 (Fig.34、 Pla.40)

給吸は隅丸長方形を呈し、 STl60を切る。 2段掘りで、 上段掘り方は検出長約2.34 m 、 幅は約 I.I m、

深さ約0.13 mを測る。 下段掘り方は検出長約 I.S m、 頭位屈大幅は約0.44 m、 足位最小幅約 0.28

m、 深さ約 0.34 mを測る。 棺内法は検出長約 1.78 m 、 頭位最大幅は約0.44 rn、 足位最小術約0.22

mを測る。 棺上燐を白色粘土で投う。 棺底部に約0.01 m程の白色粘土を敷き死床面とする。 頭位には
・ 23 ・
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Pig.24 ST21 5 実測図 (l/30)
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Fig,25 STO 15 実測図 ( 1/30)
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1 灰黒色土
2 晴灰鳥色土
3 汲灰黒色土
4 淡贄褐色土 （硯化）
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Fig.27 ST025 実測図 ( I /30) 
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fig.30 ST065 災測図 (l/30)
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Fig.32 ST07 5 'killl]図 ( I /30) 

赤色船料が見られる。 t,'.溝lJ廣はJi:り落 し た I:で雌 ま り、 人竹、 11!1Jt糾州は見ら れ ない。

ST I 35 (Fig.3 5 、 Pla.4I) 

燭災は検1 1-1艮約 1.51 m 、 幅 約0.55 m 、 深 さ 約0.35 J i lを測る＂ ダljlり！拌ばに虹交す る 軸 を と る 。 .i:, :湛り廣底

部 はフラ ッ ト であるが、 北 東小l lCJ)み I:端から 約0.3511 1 相人り込む。 };i;�l\� 内 はJ1iJ落 し た I:で皿 ま り 、

人、け 、 副糾品はししられない，9

ST 1 40 (Flg.36 ) 

ST I 35 隣 で検 I l l し た 1サ瓶 悩 と どえられる 。 裕脳は 2 段に 掘 り ドげて おり 、 K段 は A - A • 1/\J で検 /1 \

艮約1 . 45 m 、 IJl/ri約I . J 2 m 、 深 さ 約0. 1 3 111 を 測 る 。 ド段は検 出長約1.3 m 、 1j1 [i\ 約0.5 m 、 深 さ 約0.35

27 
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Fig.35 STl35 実視l図 (1/40)
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Fig.40 ST220 実測図 ( 1/40)

mを測る。 岱悩底部はフラッ トであるが、 北東小口のみJ:.端から約0.06m程入り込む。 棺上には白色

粘J::を確認している。 秘吸内は崩落した土で埋まり 、 人岱、 副葬品は見られない。 また、 この迎構に切

られる土城 （硲の可能性あり） を確認しており 、 検出長約 I.Om、 幅約 0.45 m、 深さ約 0.25 mを測る。

STl45 (Fi g.37、 Pla.41)

給は検出長約 1. 7 m、 術約 0.55 m、 深さ約 0.52 mを測る。 列埋葬船こ碩交する軸を と る。 硲塙

底部はフラッ トであるが、 北東小口のみ上端から約 0.3m程入り込む。 硲堀内は/iii落した士で埋まり 、

人骨、 副葬品は見られない。

ST150 <Fig.38、 Pla.42)

硲吸は列戦葬gと若干離れているが、 軸は同じである。 検出長約 2.3 m、 頭位最大幅約 0.72 m、 足
-30-



位M小幅約 0.4 rn 、 深 さ 約 0.20 mを測る。 11J1位小I I ・ O!ll ltr iに は緑泥片内でfll1 っ て い る か ん位置をWIめ

て い る (J) は 2 枚のみである。 袷)Jf.1底部はソ ラ ッ ト であ る が、北東小I 10)み L端か ら 約 0.3111 相 人 り 込む。

燭昴 内 は崩落 し た 卜で埋 ま り 、 人 竹 、 !till 糾州 は見られな い

ST I 70 ( Flg.39 ) 

絡i廣は ST075に切られて お り 、 段札rl り し て し ヽる 。 I: 段検 1 1'il-<約 1 . 45 m 、 ljl/1\約 0.8 5 m 、 深 さ 約 0. 20
mを測る。 ド段検 I IIH約 1 . 45 m 、 11,闊約 0.37 Ii i 、 深 さ 約 0. 44111 を測る , t,i11讃内 はJJJj落 し た I:でJIU ま り 、

人件、 /JIJ f¥-r'u'1 は見られなし ‘
ST220 ( ドig. 40、 PIH. 43 · 4 4 )

C雌府はl/3程）的が股乱を受け ており 、 隅丸l�JJ形を 情 し て い たと杓えちれる., 2 段掘 り で 、 I疇．段掘 り
方は検 I I I 」辞約 1 .8 5 m以 l 、 幅 は約 0.42 m、 深 さ 約 0. 12 11 1を測る。 ド段掘 り 方は検 1 1 11雑約 1 .76 m以 J -_、
1111Ji約 0.46 rn 、 深 さ 約 0.35 rn を測 る " f

f
恨Ji}; は検 I l l 1� 約 1 .7 Ill以 1: 、 1111,1約 OJI mを測 り 、 底部は 0.04

m相のl' I粘I:ーを敷 き 叱l和u1とす る（ 柏 ,-.端から 底部までを 白 色粘L :でmっ て おり 、 h且．端の白色粘I ー ト
・

には黄色粘I:を敷いている。 小I I しこ しよ仙坪 な化I況J '<' Iを立て る 。 柏 IJl/ilO) �,1色粘I:中か ら 金）Iが製i'u', ( ; J () 

が 2 本I l l I: し て いる。 烙服は）1)J落 し た l:で）り！ ま り 、 人•け は見 られない。

ST 180 C Fig. 1 6 、 Pla.20)
給牒は ST I 1 0にり］ られて お り 、 ダ判l!t切及び箱式1 i村沿群に仙交する 1Ji1 liをとる ］ 検/ Il lと約 1 . 5 4m 、 liti

位最人1伽 は約 0. 45 1 1 1 、 足位最小,111,1約 0. 1 5 11 1 、 深 さ 約 0.36 mを測る ll(! 位と埓えられる 位置かちり加I:

虚凜） ヤを111 L し て い る 。 烙檄は/1) !落 し た 」 ．で雌ま り 、 人·「]'しよ 兄 られない，

ST 1 8 5  (Fig. I 7、 Pla. 20)

裕卿よ STl6 5に切られて いる。 検 1 1 \ li約 1 .85 m、 Ufl位最大111いは約 0. 5 rn 、 足位最小伽約 0.34 1n 、

深 さ 約 0.34 m を 測 る 。 t,'塊 JJ乱はJi',J洛 し た 卜でIり ま り 、 人 竹 、 /rilJ f糾晶よ 見 られないし

(3) 1 1 1  I: 迅i物/J
枯'I

SDOO I ( Flg. 41 、 Pla. 46)  

りfu↓（閲｛
1i'r( ( l ) Ji j部 ） ', で 残fr�甘 1\'11 2.05 ('111 を 測 る 外血は カ キ u 、 内 血 はコ コ ナデ』/iJ '/i� 焼 成・ 迎心良好

I : (ll li (i:4 
煎 ( 2) I I恥'tll) ', で、 残(i乱,,·:; 5 .7 5  ('Illを 測 る 。 内外lfli !11托が 片： しく鼎耕名はイ,IIJL 指uJi艇 、粘I:紐痕跡が残る,,

） � J i 

SE007 (F ig.'1 I 、 Pla. 46 · 47)
,｝りi 'I� I'.閲↓
大猥 (3) I I籍部）',てで 残 （烈邸� 5 . 1 rm を測る。 I I粁部に刻み 1 1 が残る 。 1J�1fiiは横}j1(,jのハケ1 1が残 り 、
外1fli は）代耗が 片 し い た め ィ,IIJ 1u llh 卜̀にfり 1刈石を含むn

l:/:11 1湘

小llll (4 · S) 4 はI I 径 9.8 cn1 、 淵1,'1j 2. 4 cm 、 底径 8.0trnを測 る。 ，j),',際 はヨ コ ナデ、 底部11111転糸切 り 、 胎

トに，)＇l；色料'i {-を 含む" 5 は灯IU J llllで 内外 頂iに油妊が付く。 』1'11格はヨ コ ナデ、 底部11 11転糸切り ．，

瓦}村
椀(6 � 8)6 は残(f.淵\':j 2.9 cmを測る。 I I緑端がやや内柄する。 調整はヨ コ ナ デ、 内1(riにミ ガキ痕が残る。

7 は 泊j台径 6.6 cm を測 る， 内 外 ,,,m�耗が 片 し い た め調整は小lリJ。 8 は泊j台径 6 .8 cm を測る 。 内外1Mナデ、

仙台内側に横}j向の強い 「．具痕が残る。

瓦四 I灌片
すり 鉢 ( 9 ) 「 l 径 27.0 rm を 測 り 、 内而に 4本 qt_位のすり n を施 し 、 内外面はハケ I1 ,l!.1J刈伶 外而に煤が

付杵する 胎 I:に黒 色粒 fーを 含む。

磁器
ml ( I  0) I I籍から休部にかけての小片で、 索地に1

1
1 色小砂粒、 黒色粒 子 を 含む』 釉調は淡茶緑色で透

- 3 1  -
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rig.'1 1 SDOO I · SE007 · SEO 1 9 1 1 1  I辿物火測図 ( I  /3) 

明疫が,1':iく光 沢がある。

碗 ( I I )  I I 絃からイ本部にかけ ての小) ', で、 索地に I mm以 ドの { i !X!: を含む 釉濶は淡灰緑色で透明 illが
閻く）針）くがある。 内 面にヒン ホールが見られるJ

磁}杵

碗 ( 1 2) 1'1/磁のI I紺部 小片で水地は籾良 、 釉晶l は淡J火緑色で透ll) JJQが閻く、 光 沢あ り 。

( j製 1'11
1
1

( j鉛 ( 13) I I 径 l G.6 cmを測 り 、 Jじ 々 は別閃品であっ た ものを 2 次）JI I I: し ている。 I 11rl部かち 外1(1i しこ煤

が付 杵 し 、 {,ii.部 外面 F 半 はノ ミ 痕が残るc

{ i塔 ( I '1 ) 凝灰岩製の水恰で 1/ 2 を欠似 し てい るc 風化が 笞 しく晶懲 はイ�IIJJであるが、 1J、J 1(ijfJ) • 部 に

判り n さ n、'iの粗いノ ミ 狼が残る。
32 
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B に つ い て は、 切 り 合 い 関係が(/frす るものの、 底イ iがあ り 、 liJ'j位の統一、 柏材0)糾みJi

C に つ い て は、 頭位 は反 対であるが、 掘 り ））の形態 、 貨色粘 Kの多川 、 柏材の組みJi 、 辿棉0) �ft列

各／罪のi込 いが、 「時間的な尺巽」 I �/支i名 Kの 集 IヽJ-1内の淡汎」 「判拌する 集IヽJI0)沿 )'t! I 「社会背J;tOJ派汎 I な

のか視時点でば判断で き な いが 、 今 後、 人f]'O)科労的検証も踏 まえて総合的に 判断 し な けれ ばな ら な いu

2. J..\地0)11.)期につ いて

時期について は、 札からの出 1 -.辿物が極めて少ない ことや 、 /,ilJ飴品が(/ {[ しな い こと、 今次，盟 代

の特徴と し て、 「9見柏烙が{r:(「 しな い烙地 群 」 で ある た め時期比‘必は困難で あるが、 STOSO、 S K I OO、

STl35 、 ST050、 ST180の/ II L辿物かち 1 1f能性を指摘すると、 以 ドの様 fがうかがえ る＜

ST050 (_: 列雌 w もn →後期 前 '11: r,'li 淵式の紙底部

ST I 80 (ST I I 0箱式 イ i柏t位に 切られ た I))俎 沿） →後期 鉢I I籍

ST I 05 ( 箱J.\: イ i柏繕） →後JgJ 猥I I 糸点
ST ! 35 (縦列Jll! f似).) →後期後 'I'· ,·,·:; 杯脚部

SK J 00 CST J 05 を 切 る I脳） →占J-代初頭 占式 I·.師甘甘煎

I : ,  記のことから、 辿構切 り 合い伐l係 を含めると以 ド0) よ う に 位附づけられる

縦列J叫似iを弥牛．時代後期初叫から 前 'I':

冽J il[ fl{ 絡を弥牛II、『イ＼後期前'I':-..後）り］後半

群 渠烙をり糾2時代後期後 ,,,,_ 占Jt't時代 f})iifl

近隣 (})』.'rJ 代 •H例とし て 、 ヽ', r l  jでは祓数東野肘敷辿跡でり｛柏烙 7 Jf� 、 ほ船\ I ),� が確認 さ れ 、 時期は
lj I)り l 油 半とさ れる Iム 川 町森,�11辿跡では、 200屈ほ ど O)t,�地 ／作が晶J ft さ れ、 縦列川濯の初J:見を 前）V J .-+-:  

から" IJUI初l.lfi 、 " I)り1, 1, t!'iから 縦列規制が解体 し 集団煤 (!見柏、 I)艇 硲、 木柏烙 ・ { j点洛 I.JKi1 烙） に 変化 し 、

箱式 {1 柏 烙が後J附JJ叫以降という 変造が指摘 さ れて いる 。 ま た 、 八如 Ii ruノ 叩且跡で は、 箱式 （ 汁fl沐、

位忍 u廣枯 、 特に 木益 uu糾�など判f� H拿珀！誤や規校な ど非常 に近似 して おり 、 11,'j ltfJ的に は中 期から 後）りj())

Jりh柄とさ れ る

こ れらの近隣 辿跡の時期比定に は列Jil!t料や群 集裕で検 I i i さ れ る 猥 柏 絡0)(I 化が）怜げられる。 前 述 した

が、 ヽ', 辿跡内 で は烈 柏 袷が検I II さ れ て い な い特徴かあ る 。 た だ し 、 ヽ 1 11 I j内では絨数束野Iボ敷辿跡や常川

辿跡群 などで検 111例があ る た め、 ま た 、 '� 辿跡が て列Jfllt似W) ・ms分I))池I 代であ る た め、 沌↑に猥柏煤

を受容しない地域とは限らな い。 しかし、 1栢i筑後地域 は甕柏 烙が後）U l 米 ま で残 る地域 であ り 、 淑代範 IJM

内の 3 2 J,�O)tんに 猥 柏 絡が I ),代も (/.(1: し な いHは、 俎淀として 、 ��柏 料を受容 しな い集団であ っ た 1 1J能
性を指摘 した い ,;Q I介r l i C l l l l l· A叫j) 栄1 11辿跡で は後期初liJlに は猥柏枯が終屈し( j益 ・ 符i式イ ，+1·1 体に移

uして い ることや 、 ·1:.: r.= r 1; rn , ,r.,:,; 町 ・ ‘向川町） 汐JF掛辿跡0) よ う に 、 300屈以1�0)らぶ地 群 中、 猥柏

煤が 1 枯 しかな い巾例も あ り 、 培地構成や時期比定について 今後の検此船出であ るIJ

3. � 地の変遥について

北部 ）L州で は、 J、しそ 弥牛．時代前）り lを 初lJlとす る ：列JIIJW格が検 I i i され る。 こ 0) ·_列に 並ぶ枯I罪 は、 , 1,

辿跡や汐 ）1: 掛辿跡0)よう に台地 尼根 」：に辿な るものや、 筑紫野市永 l/(;J追跡や N il i l i l " l l l l 辿跡な どのよ う

に 丘陵 斜 面に向かっ て辿な るものなど 、 「列を なす空11\J 糀成が必ず しも地 形に 制 約を受け たもので はな

いとさ れ て いる 」 Oi'i't l I 199 5 ) ' 11 辿跡で は北 州 （ 低地 に 向かう ） 一 怜i束 ( Ir. I没Jfi部 に 同かう ） に列が

辿な る が 、 ど ら らの方向から J裕地 が造‘訊 さ れ たのかはイ,1リ lであ る ， {ff集 烙 （符i式石柏沿） が北他に fl�l}�J

することから南 束 ( 11:陵 頂部 ） から造党 さ れ たと兄る こともで き るが、 昭和32 年の符i」心イ 1柏，；．繍 I罪の/ II 

L:地が'''i 辿跡0)/作集絡から南 東に約 50 mほ どの位 i1りで あ る た め 、 南束から 0)迎料を断団で き な い。 クIJ
間の窄 I Iりについて は、 諸説あ るが 「裕迅」 という 認識がな さ れ て おり 、 ' '1追跡の間附 は概ね 2.5 m 前後

である。

ヽ'1 辿跡の烙地 変造と し て は、 縦ダ11111渭絃れと し た 二列JIJ!f似�に直父する 裕I罪が形成 さ れ 、 後に 未検/HO)

猥棺硲が後期前 ‘ド ま で盛行 し たのち終謁す る 、 行 し く は元々 猥柏を受容せず、 ( j益 • 木益 ほ況 li因や木柏
37 
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Tab. 3 窒計測表
笛式パ棺g

迫構番号
長 さ

ST060 1 .  60 
ST080 2. Oii 
ST085 l .  87 
ST105 l. 59 
ST I 10 l .  j 1 
STl65 L 84 

r — T 一

直惰番号 種別

ST005 6 盗—不 蓋
STO L O  石 甚
ST035 一 部 石 蓋
STOW 伝益
ST1 60 石 蓋
ST015 木蓋
ST 175 石 蓋
ST2 1 5  木 蓋
ST0 1 5  木 棺 ？
ST020 土噛
ST025 木 棺 ？
ST030 木 棺 ？
ST050 木 棺 ？
ST065 上墳 ？
<;TQ,O 木 棺 ？
ST075 木 蓋 ？
ST090 木棺 ？

ST095 木棺 ？
ST l35 七咲
STJ.10 上墳
STl 15 十噴
ST1 50 不明
STI,0 土壊
STISO 上墟
STl85 土壊
ST220 木盆 ？

棺 kぷ店 死床面
¢苗 (t.f{f立） 幅 （ 足位） 長 さ 幅 （頭｛如

0. 50 0. bO I .  58 0. 38 
0. 65 0_ 33 I .  95 0. 39 
0. 15 0. 39 I .  35 0. 15 
0. 32 0. 1 5  I .  35 O. �O 
0. 13 0. 30 I .  6� 0. I I  
0. 39 0. 3i1 I. 7, 0. -15 

-ヽ --

哨上端 屯捻出い端若 し （ は炉 tJ Jl 1:.,. 死宍面 l
長 さ 幅 （頭位） 塙 （ 足位） 長 さ

2. 08 0. 51 0. 3::. 2. 00 
I .  36 0. 3:i 0. 1 8  I .  so 
l .  77 0.  1'.! 0. �7 1. 73 
I .  61  0 .  -t I 0. 24 L ;;, 
I. 99 0. 60 0. 60 1 .  74 
I .  68 0. 39 0. 28 I .  63 

0. 33 0. 33 
I .  91  0. 6 1  0. 39 I .  70 
2. 05 0. , t:.. 0. 28 1 .  9fi 
I .  9.J 0. ib 0. 2 1  I .  82 
I .  70 0. 52 0. 2-t 0. 63 
I. 90 0. 60 0. 26 l .  b -l  

● 9 0. 53 0. 53 
I. 68 0. 60 0. 35 I .  63 
I .  78 0. 45 0. ·15 I .  57 
l. 98 0. 39 0. 1 3  I . ��' 
1 .  78 0. , 11 0. 22 l .  69 
I .  64 0. 55 0. -13 :!. 00 
I .  28 0. 49 0. 49 I .  2•1 
l .  ,o 0. 55 0. 55 I .  90 
2. 30 0. 72 0. --10 I .  83 
l .  22 0 . . j� 0. -12 i .  �o 

1 .  55 0. ,J5 0. 20 1 .  6 1  
1 .  86 0. ,19 0. 31 1 .  iO 

0. ·12 0. ·12 

幅 （ 足位）
0.  15  人甘
0. 20 ''\. """ fl 
0. l ,  石投枕
0. 1 0  
0. 2 1  I ヽ ,I1. 

0. 35 '-..·(「

t � .C.一�! �.... ... �. I:'"� h 

幅 （最 大 1 幅 （最小l
0. 45 o. �� 

0. 30 0. 1 5  
0. 37 0. �5 
0. ��3 0. 応
0. 33 0. 23 
0. 33 0. 1 3  

備 考

備 考

小 口 石2枚
,... 石がt、 石釦tt

頭位
＃色I! ( -:clヽ

内ぷj

北西 ゜

北西 ゜

北西
北西 ．． 

北 西 ゜

南 東 ゜

頭位
ょ匹fl ,..,.,,, 

鯛'i)

北 西 " ノヽ

北 西 C 
北 西 ？
北 西

南 東 ＾ 、一
不定形な掘 り ti

0. 33 小n · 閲石 r-、一
0. 32 0. 3:.: ., :aとり上吊 北 西
0. 30 o. l .J 南 東
0. 33 0. 20 南東 ·-
0. 40 0. 1 8  北 西
0. 55 0. 20 南東
0. 20 0. 20 小 口 石 南 it[ ? ● " 

0. -1-1 0. 3::. 北西 ？ ー
0. 30 0. 15 南 東
0. 33 u. 10  北西
0.  32 0. 18  北 西 ？
0. 43 0. 2 1  
0. 42 o. 1 1  
0. 42 (I . .  {11 .. 

0. 54 0. ;1:: ;; iこ9トロ ・ 距石 北 西
0. 36 0. :lti " 

0. 39 0. 12 北 東 ●9 

0. 39 0. :!5 
0. 3-l 0. 31 小 口 石 北西

赤色戯＇
偏考!� 床由l

ヘヽ

8 棺 外 も 有
△ 

△ 
� 

よ色顔料
伽号吃床面）

若干 盃 石裏有 、 棺 外 有
全 面 盃石裏有
頭位 盃石庚有

全面 棺 外 もif

’ ’  

頭位

頭位
一部 中 央 ， こ近い位悶
, .  

△ 

頭位
● " 

—· 

． ．  

"' 

全 面 棺 外 も 有
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る ただ し鉄は I攘に も 含 Eれてお り 、 この結米か らだけでは赤釦碩料の判定は行えなし 'o 'k(位訊微鐙

ゃ牛物釦微鏡によ る観寮結呆をふ k え 、 制えlti'. さ 月りの機器を川いて11'1:径 JOO 11 m の ビ ン ホイ ン ト で測定 し

たr, J: に、 JJ't ��I I \上U),}J屯暉料•は k litのベン ガ ラ に微 lM)朱が混 じってI I \  1.:·I る こ と が多いため、 約 応in

入 7mm 叫a円形の比較的）j、し 'l(ri禎でiJllj応でさ ろ ボー ク プル�'Ei� 光 X 線分析装置{rJ I J し ‘
、 約 l0t'IIJ IIL!Jilゴ去

げに行半+u) I. を移動 しなが ら測定を行し 9 、 水銀(j)イi無か ら朱0) 兄落と しがなし 、かを傭認 しに 屯 f顕微

鋭での観粘時に 、 付 属rろ狐：光 X 線分析装W�(SI・:M l·.l>S) をJ I J し Iて赤色粒 (,cl)元松分析 A、お こ なっ た ものも

ある これら蛍光X線分析糾朱から 、 顕微鋭観笞仕 と は りしなる糸h呆か得 られ;--場合に/t、 Iり·l釘姐本 • 生物

如微鏡観私を行し ‘ 、 そU)几.i(Jが何に 由来するかを I ·分見極めた．

X線!1 1Hhは紬11111枯'{船を知 る こ と が 1 1 的であ るL 朱I ti及砂 (Ci 1111Hi>:ir) が 、 ベンカラI t赤鉄鉱 (J lc•1凩J l i lC') 

がliiJ定 される ベ ン ガ ウ の場合/ t 、 JJれ料•や製辿過和をぷす と 杓 え ら れ る 乱I 鉄鉱 ((;oet I i i  Lt、) や磁赤鋏鉱

(Mnglwm i t P) 、 磁鉄鉱 (Map;nct i l r、) 節が Ii iJ ,1.: される こ と もある， ＇必休顕微鏡で観私 し なが ら比蚊的，）ドし 惰11

分を採収 し 、 乳外です り m し て測‘出 しFが、 包含 · I 攘 りし令に分離で さ たri料は無し 、 イi柏材 に付杓す

る ものについては 、 そのJ; l (/)状態で測定 した。

以 l:u>,J/J ff.� 適i'1:frい 、 各瀾1椎，lj.!.jとを総合 し て貸料1 · 含 tれている赤色物が1)J屯色舶料か否か、 孔 tうが

仰U:i料であっ た場合1 -1 t朱/) "ベン ガラか、 どのよ う なベン ）Jラか(/)判断をお こなっに。

:l . ,/1,IJ tt糾i朱()) t と め と 杓烈

調 像諜l闊 I <J >辿 り である 、 以
・
ドに特，記すべき りI瑣七叫す，

却確i料<!>fir(類
朱とペンガラ( t s fi() と S 1 70 ()) 2 J,4か ら検I l l されに。 ベンガラだけが検I l l された0)/ t. S 5 、 S 10 、 S

l!i、 s-no 、 S 75 、 S-HO 、 S RG 、 s Dfi 、 S 1 1 0、 S I fiG 0) I O  }1ばである 朱のみが 爪独で検1 1 1 されたり't �.·i;, Lな

い， S IS は酸化似を含む赤褐色<I) I. (パイ ラ ン I :v)よ う な も<I)) であったにめ、 ’が（.0,碩料では無V ヽ と ぢえ

/:. 

S 5 や S 10, S 60, S 85, S りr-;, s 1 6n, s 1 10 には直径 2nm 以 ドのIll¥赤色や紫色、 茶色()>ベン ガソ 小塊が 含

よれてお り ([火I 5, I :�. 1 �I. 27) 、 池全にす り mされてし 、なv 、ベンガラが使川 されてし 、たと 杓え られる，

X 線11 11折でIL S-80 <I) L う に 、 赤鉄�J;o>他にi破赤欽鉱が検/ I I されt· も(/) も あっ t· (['XI l!J) その他 、 イ.i

英吟 も含KれてV ヽにが、 包含 l嬢に山波，J る も (/)であろ う

ベンガラlt、 直径約 1 ー2 /I ITI (/)ハイ フ状粒 r-を含む も(/) (ペンガラ (11) ) と 、 これを含 r、なV ヽ も(/) (ベン

ガ =-; U[ P) ) t ·  糸Ill分でさに ベンガラ (1 1) I t. S-5、 S- 10、 S-75、 S-60 、 S85 、 S !)5 、 S 1 1 0 、 S- 1 65 cl) 8 晶l） ヽ

ら 、 ペンガラ (.J[= P) は s�1fi 、 s fi() 、 S 80、 S l 70 <I) •I )r� から検I l l されに

ベンガラ (P) <I Jハイ ブ状粒 {·についてIt、 湖沼に住む鉄酸化細闇の死骸であ ろ こ と が分かってし ヽる （岡

1 1 1  1 9B7) 。 鉄酸化緬w,t水中の鉄イ オンから水酸化鉄の鞘 （設） を作る。 その鞘l蛉澤状態で凶色ーオ レ ン

ジ色を 1孔 し 、 ベンガラ と して/ lJいる (II粁赤色にすろ） ためにば焼成 し て赤鉄鉱化する必要がある ベンガ

ラ (I') I t Jし州怜i平や中四国 、 近熾地）；で糾uよって検出されてし ヽるが、 各地でど(/) t う にベンガラ を人 F し

たのかI L小明な部分が 多し 、0

· '1 1 -



慢供峙 遺構 橿別 賢料採敢位置 資料期 奮号 ●量

S 6 石木訟土壕 棺外堀方内頭位 62g 
松内 (090225) 6� 
棺内 (090305) 6、列 S- 10 石逼土濃埋 棺内 (090312) 44& “ 死床床ilii粘土 1 7 7g 

墓
S-15 木棺？ 棺 内 I lg 

弥
S 45 木譴土漏

棺内 54g 
北西隅 37g 

抜
初 S-50 木棺？ 惰内頭部粘土 82g 
I S-75 木董土凛？ 棺内頭部 1 7« 

棺内 2aa ヽ S-95 木棺？
棺内頭位 21a 

S I /0 土珊 棺内 52a 
93g 

棺内 20g 
棺 目 憬粘土 60g 
棺材b
棺材d

$-60 箱式石棺 棺材f
棺材g
棺材量o
棺材憂b
棺材盪c
棺材量d
棺内 63R 
仰l板上粘土 1 1 21( 
棺材8
棺材o 一

" 棺材d

集 棺材o"" 棺材f 一
” s-eo 箱式石棺 棺材R -
弥
生 梢材h
復 情材I — 

棺材j ．． 
I 

古 棺材贔8 一

墳 棺材贔b ．． 
初 棺材轟c

棺材鹸d ．． 

S-85 箱式石棺 情内 25g 
棺材u
棺材b
棺材o
棺材d
柑材eS 1 10 箱式石棺
棺材f ．． 

情材6 一

棺材h ．． 

情 材 i
棺材」
棺内 5g 
棺材 c

S-165 箱式石棺
棺材j
棺材遍d

翡査方法 分析軸果
麟,aa : X 

織 蜜光
寅 生 電 X 回 II微鎮 X 繰
体 物 子 繍 祈

0 0 0 0 0 ベンガラ (Pl Fe 
0 0 ゜ ベ ン ガ ラ (P) Fe 
0 0 ゜ ペ ン ガ ラ (P) Fe 
0 0 0 0 0 ペ ンガラ (PJ Fo 
0 0 ゜ ペ ン ガ ラ (P) Fo 
0 0 ゜ は し Fe 
0 0 0 0 ペ ン ガ っ （非P) Fe 
0 0 ゜ ペ ン ガ ラ （非P) Fe 
0 0 ゜ ペ ン ガ ラ (cJ�P) 朱 re Hg 
0 0 0 0 0 ペ ン ガ ラ (P) 「e
0 0 ゜ ベ ン ガ ラ (Pl 「O
0 0 0 0 0 ペ ン ガラ (Pl 「O
0 0 0 0 ペ ン ガラCUrP> 朱 Fo Ha 
0 0 ゜ ベ ン ガ ラ (Pl 「O
0 0 0 0 0 ペ ン ガ ラ (P) re 
0 0 ゜ ペ ン ガ ラ (P) 「e
0 0 ゜ ペ ン ガ ラ (Pl 「e
0 0 ゜ ペ ン ガ ラ (Pl 「e
0 0 ゜ ペ ン ガ ラ (Pl Fe 
0 0 ゜ ペ ン ガ ラ (P〉 Fe 
0 0 • 0 ペ ン ガ ラ <P〉 Fe 
0 0 ゜ ベ ン ガ ラ (Pl �o 
0 0 ゜ ベ ン ガ ラ (P) Fe 
0 0 ゜ ベ ンカラ (Pl Fo 
0 0 ゜ な し 「O
0 0 0 0 ゜ ＾ ン ガ 7 (非P) 「O
0 0 ゜ ヘ ンガ.., (�f.P) Fe 
0 0 ゜ ベ ン ガ ラ （非Pl fo 
0 0 ゜ ベ ン ガ ラ （非P) Fe 
0 0 ゜ ベ ン ガ ラ （非Pl 「6
0 0 ゜ ペ ン ガ ラ (j�P) Fe 
0 0 ゜ ペ ン ガ ラ (j�P) F e  
0 0 ゜ ペ ンガう (:J�P) Fe 
0 0 ゜ ペ ン ガ ラ {J�Pl Fo 
0 0 ゜ ペ ン ガ ラ （非Pl fo 
0 0 ゜ ヘ ン ガ ラ (J.Pl fo 
0 0 ゜ ベ ン ガ ラ （非Pl Fo 
0 0 ゜ ベ ン ガ ラ （非Pl Fe 
0 0 ゜ ベ ン ガ ラ （非Pl Fo 
0 0 0 0 0 ベ ンガラ (Pl Fe 
0 0 ゜ ベ ン ガ ラ (P) Fe 
0 0 ゜ ペ ン ガ ラ (P) Fe 
0 0 ゜ ヘ ン ガ ラ (P) Fe 
0 0 0 0 ペ ン ガ ラ (P) 「e
0 O ゜ ペ ン ガ う CP) 「o
0 0 ゜ ベ ン ガ ラ (P) re 
0 0 ゜ ペ ン ガ ラ (P) 「u
0 0 ゜ ペ ン ガ ラ (P) 和

0 0 ゜ ペ ン ガ ラ (Pl FH 
0 0 ゜ ペ ン ガ ラ (P) Fe 
0 0 0 0 0 ペ ンガラ (P) Fe 
0 0 - 0 ペ ン ガ ラ (P) Fe 
0 0 ゜ ペ ン ガ ラ (P) Fe 
0 0 - 0 ペ ン ガ ラ (Pl Fe 

k l  分析糾 火 •覧

4 2  

X 縁 赤色顧料の糧頸
回折

称級鉱 ペ ン ガ ラ (P)
ペ ン ガ ラ (Pl
ペ ン ガ ラ (Pl

赤餃鉱 ペ ン ガ ラ (Pl
ペ ン ガ ラ (Pl
な し

林鉄鉱 ベ ン ガ ラ (M)
ペ ン ガ ラ (J�Pl
ペ ン ガ ラ <Ml. 朱

赤鮫鉱 ペ ン ガ ラ (P)
ペ ン ガ ラ (P)

赤鉄鉱 ペ ン ガ ラ {P)
亦鉄鉱 ベンガっUIP) 朱

ベ ン ガ フ (P)
赤鉄鉱 ベ ン ガ ラ (P)

ベ ン ガ ラ (P)- ペ ン ガ ラ (P)
_, ペ ン ガ ラ (P)

ペ ン ガ ラ (Pl
ペ ン ガ ラ (Pl

一 ベ ン ガ ラ (P)
一 ペ ン ガ ラ (Pl

ペ ン ガ ラ (P)
ペ ン カ ラ CP)
な し

赤紐鉱 ペ ン ガ ラ (Ml
ペ ン ガ ラ (Ml- ペ ン ガ ラ (��P)

一 ペ ン ガ ラ (JIP) - ペ ン ガ う (��P)
一 ペ ン ガ う (��P)
一 ペ ン ガ ラ （非P)
． ペ ン ガ ラ （非P)

ペ ン ガ う （非Pl
ペ ン ガ う （非P)
ベ ン ガ ラ （非P)- ペ ン ガ ラ （非P)
ヘ ン ガ ラ (Ml
ベ ン ガ ラ（非Pl

亦紙鉱 ペ ン ガ ラ (Pl
ベ ン ガ ラ (Pl
ペ ン ガ ラ (Pl
ペ ン ガ ラ (P)

亦餃鉱 ペ ン ガ ' (Pl
ペ ン ガ ラ (P)

．． ペ ン ガ ラ (Pl
ベ ン ガ ラ (P)
ペ ン ガ ラ (P)
ベ ン ガ ラ (P)
ベンガラ (P)

亦訊鉱 ベ ン ガ ラ (Pl
ペ ン ガ う (P). ベ ン ガ ラ (P)

．． ベンガラ (P)

偏 彎

赤色 ． 茶色,1ヽ塊
赤色 茶色， 紫色11 lヽl'4
泳色 ． 茶色． 拭色,,ヽ塊
赤色， 茶色 紫色小塊
赤色小塊．， バ イ ラ ン 土 も
パイ ラ ン土

赤色1Jヽi肩 。

祢色小l鬼
祢色 ， 茶色小塊
祢色 ． 茶色小塊
邪色．茶色小叫 巨大パイ プ
赤色 茶色小墳
弥色 茶色小塊
赤色小墳

泳色ljl環、 巨大バイ ,. 磁赤飢絋

赤 色， 茶色 小塊．

赤 色， 紫色 ， 茶色 小塊．
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図 3 同パイプ状粒子（透過光300倍）
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図2 同赤色～茶色のペンガラ(P)小塊
(15倍）

図 1 S-Stt! 外掘方内頭位ペンガラ(P)
小塊(4倍）
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函 6 同 バイプ状粒子（透過光300i音）図 5 S-10棺内(090312)のベンガラ(P)

小塊(7.5倍）
図 4 ペ ンガラの色調の差(3倍）

左：S-10棺内(090312)ペンガラ(P)
右：S-80側板上粘土ペンガラ（非P)

図8 S-50棺内頭部粘土のベンガラ（非P)と 図9 同朱(30ffl)
朱(4倍）

図7 S-45棺内のベンガラ（非P)
(4倍）
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図11 S-75棺内頭部のペンガラ(P)(4f自） 図12 同パイプ状粒子（透過光300倍）図10 同朱粒子(1501召）

図1S S-170棺内のペンガラ（非P)と朱
(4倍）

図13 5.95棺内頭位のペンガラ{Pl小塊
(7.5倍）

実体•生物顕微鏡写真 1

.43・



図18 同朱粒子(150倍）図17 同ベンガラ（非P)の巨大なパイプ
状粒子(40倍）

図16 同 (30倍）
左：ペンガラ（非P)小塊
右：朱 . , , .. 。 ・.. .. 、·�-. . . ' 、'•. ..,,, . ... 、.'ヽ · 、・. �. . ヽ←

·., ·t 、 \ · . ..·�� '. . 、 ·.
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•: I • ・·. yヽ ’ ・ r 、
; ・，' , :ペ }'':唸 . ,, ぷら. : ; 
I , • • \/, ヽ ． ・ � - . ・ ＊ ．． 'ゞ '.. •.り、 ． SOµm ,: . �� ,: ··� ;·.' '. 

図19 $-60棺内のベンガラ(P)小塊(4倍） 図20 同パイブ状粒子（透過光300倍） 図21 S·80illllt反上粘土のベンガラ（非P)
(7. 5倍）
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図23 S-85棺内のペンガラ(Pl小塊(4倍） 図24同バイプ状粒子（透過光300倍）図22 同ペンガラ（非P)の巨大なパイブ

状粒子（落射光400倍）

ヽ
．
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図27 S-165棺内のベンガラ(P)1Jヽ塊
(75倍）

鬱

゜ 50µm
, ,, , , 'I 

図26 同バイブ状粒子（透過光3⑳倍）

‘ .
 o 5mm �·-· 一

図255,110棺材jのペンガラ(P)(4倍）
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ヽ
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図28同パイプ状粒子（透過光300倍）
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図29 S-1 0棺内(0903 1 2)のベンガラ(P)のパイプ
(50嘩）

図30 同(5000倍）

図31 同(5000倍）

ベンガラ(P)のパイプ状粒子

図32 S-1 70棺内のベンガラ（非P)の巨大なパイプ
(1 201召）

図33 同(500倍）

図34 同(2400倍）

ベンガラ （非P)の 巨大なパイプ状粒子

電子顕微鏡写真

- '15 . 
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日 本 海 ヽ
凡 例
● ： ペンガラ (P}のみ
(l : ベンガラ {P)多い
● ： ヘンカラ (P) とヘンカ ラ（非P) か同数

： ペンガラ（非P)多い
4 :  ベンガラ （非P)のみ

.. 

.. 
'D ゜

(I • 

5 
2 � 6 7 &  

3 
"'4 �9 

図 50 北部九州の符i」'\ ( i +1'1 t,: ぶりiで（史） I J さ れたペン ガラ0)柿類

／ 

ペンガラ ベンガラ
槍出 の糧類

墳墓散 p 非P
1 福 江

‘
ヽ , . · - . 刀 1 2 8 4 

2 播岡県小郡市 横隈上内畑 弥・ 後 -古 • 初 20 
3 福岡県大刀洗町 甲 条神社 弥・紋 5 

芍}図 所在 地 遺跡名 崎期 墳墓形式※

石―• 石
箱石 • 石 留土
箱 石 • 土
箱 石 • 石蓋 土 • 土 ・ 甕他

：石
箱 石 • 石壼土
箱 石 • 石 聖 土
箱 石 ・ 木

悶
石 蛋 土 ・ 土

靡
箱 石 • 石 蓋 土 • 木 • 土
箱 石 • 石 蓋 土
箱 石
箱 石 • 石 蛋 土 • 木溢土• 土 ・ 甕 他
箱 石 • 石蓋土 ・ 木 • 土
石蛋土
箱石
土凛砧 、 木 ； 木棺ぶ 、 土 ： 土凛

及 2 北部）L州の箱式行柏牡＾'ヽiiで（史川 されたペン ガラ の柚類 （ 分 t1il><I 吊 り は 、 図 50 0) 附りこ 対応す る）
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阿蘇カルデラ内の北側、 通称阿蘇谷 と 呼1 rれる地域(/)地表 ド約 lm <!) と こ ろには出鉄鉱が既れに認め ら

れろ （府崎 1 9 1:{) .. これば阿蘇谷が湖であっ た頃に堆禎 し た も の と パわれてお り 、 現(I: も地 ド水と と も に

鋏分c/)l既柑な水がiりさ 出 し褐鉄鉱を4沌 し続けてし ヽろ地点 も あ る (,1J: 2)。 これら褐鉄鉱を火にかけ る と 、

赤鉄鉱が牛成 される こ(/)赤鉄鉱がベンガラ になる。 阿鮨(/)渇鉄鉱にはベンガラ (t>) に認められる よ う な

直径 J -2 p 111 (/)パイ ガ犬粒 fが含まれていない その(t!J.<I)特徴的な粒 (·が含まれて し Iない こ と から、 ベ

ン ガ ラ と して使川 された場合にはペンガラ (JI: P) に分類 される。

弥牛11、',=代後期0)11咀條池域では 、 北部）砂什系o) ,'r鉗抽や人: 1,tO)鉄片怜が1」l 上 し て お り 、 これ ら金属器())対

仙が阿蘇ベンガラであ っ た 11f能性が指摘されている （村 I: 2002)。 こ こで指摘 したペンガ ラ (/)」膨成性 も 、

そのこ と を 投付ける ものである し か し 、 北部）し州でII l: i: するベンガラ (Jl.i P) と j\Dff.(1�(/)褐鉄鉱 と の直接(/)

関連性I tなお明 らかではない、9

ペンガラ (.JトI') の分類(/) 11Tf1辟I: -11大なハイ プ状のベンガラ粒 {-

本辿跡(/)ベンガラ (Jp l') の殆 どは特徴的な粒

fを持たないベン ガラ であったが、 ベンガラ小

塊の，認め られたJ-(! •;;i;の う ち SHO と S 1 70 には

屈湘'tり「直径 10 3011 m も ある I i:大なバイ ブ伏

(/)ベ ン ガ ラ 粒 j' が紅附 ，t っ て 認 め ら れ た ( 1-><I
� 3  1 1: 大なバイ プ状粒 位）検1 1 1 さ れた追跡（ぷf'l 2009b よ り ）

1 7, 19, :32 ...... 31) 。 ペンガラ (I >) のバイ プは直径 I 2 JI 111 であ り 、 10 倍以 I: も 人 き い こ と になる この粒 Ht

近年憎 れがrl: II している粒 fで、 北部）砂HGI)ペン ガラ (-JI P) <I>中で相次し ヽで発兄されている （ 火 ：D 

I r人なバイ ノ状粒 (·t). 、 これを含はベ ン ガラ (.JI, 11) が 人• りしに） I J し ヽ られる こ と 、 .tた このfi't {がイ＜追形な

粒 (·中に/11}所的に倍�t っているため 、 火休顕微鏡で 1 1 的的に観烈 しなければ発兄でさ ない と いっ た特徴

があるじ （必質 2009b),

I ; 人なバイ ノ状粒 (-(})初出は、 本II 澪にK る北JL州rli1l'lir lW�辿跡(/)分析報布 （本Il l . 成瀬 199 1 ) (/)よ う

である，） この中で直径約 1 0 ,, m のI ,: 人なバイ プ状粒 r・(/)�J'l微鏡'lj.真を掲載 し、 本文中には 「 ,lfr辿ハイ フ

状粒 f と呼ばれ て I, ヽるのI1(11'(径 l 2 µ m で） . .  透nJJ<I) も 0)で あ り • • 本辿跡(/) も(/)は• •それ ら と 少 しi他 ヽヽ

透I叶lでItなく 、 f(史 さ も非常に脆い • • •北部）砂M地）j(/)ベンガラ に含まれるパイ プ状粒f-は今おで0)1jrほ

と ん どがこ(/Jr'MltJじ追跡の も の と似てお り 、 され1, ,1こ府 り rl1t されてし ヽる と tlつけに く し 、。 • • •ベンガラ(/)

ii((地、 製法を推収する I::で大き な邸味を持つ も(/) と 行え られる」 （点船部憎者中略 ）L括弧内惰杵，l t:) と

し 、 一般的なパイ プ状粒 (·と It異なるI �大 なパイ プ状粒fO){f化を指摘 し て いる．， しか し、 それ以りり も 、

以後 も、 n大バイ プの明確な報'i ii"は無い，， こ (/),記述を見るかぎ り 、 巨大なパイ プo) 1 1 視で(/)確認に と ど

k り 、 報？咽に記載 し て いなし 、だけ と も忍えるが 、 「は と ん ど」 が示 してし 、る辿物や辿構は、 明 ら かでは

な し 、0

巨人なパイ フ状粒:r-の分布城は、 今の と こ ろ阿蘇以北にあるが、 調代が進めば南 ドナる 可f紺tはある）

阿！脚）瑣邪や(I釈·跡で集中 して発 兄されている点は、 その脱地を行えるにあにつてぷ唆的である が 、 視

化の阿蘇で採掘 さ れて い る 褐鉄鉱にぱこの粒 f,は含まれていないい 巨大なバイ プ状のペン ガラ粒 卜が(11f

50 



を如鯰 し た も(})か、 よたペン ガラ (.JI平） と し て純めて さ たペンガラ の新たな分I如k祁Iにな り 得る(/)かな

ど検討す べ き 閥幽 も 多い 今後 も ,�',Jff. を続けたい.. 

今11 1 1 ,i/l,111:の機会を「([き t し た筑後d i教介委U会おLびI, ii I :  村英 I 氏に感謝いた し ます＾ なお、 本研究

は筑後市と i恥I'.行政rl: 人I 1,.1 )
1
£ 文化財機溝）1A· ト11 1� 1'f..lり物餡 と (/)受托研究に よ り -�施され上 し/::.,

( 31. )  

� t  I )  ,j.; 分llr且、 分りr行がJしHlliぷf博物館i叶i\t/i'tl/)機it:fを•川いてお ー な-,t:... i\111定機椛社と邸Ill t!'L ト"c/JiJfJ I) である

• 浜光X 松分iii"�如 ： l:.IJAX �I 1-.1\CI」·Ill X.>.I (エ トルギ、—分散n,,砂l·i.k ��,/測定範祉i恥0. I呻'flIJi: IOKv/1Umfィ r必.IIり1111 100 l:Jt, ),.;'.,<t) 

． ，ドーク/Jレ"i'Wt光X的分f/j'\1-iWl : l rniov x 1 1  11 1200 (;1ネ/(\ • 分散り9/')'l'球 T1-1i'il磁 IOKV咄 I: l n 11 A IIり11n 30 抄1 月}j't,»111叱I A:, 

気），

. 1l1 )�{l微鎖 ： ヽik1111 1 1限ぷ園 ()u,u11 11li(l0 i\'lil't1l i; �i・れkUI . 松 i"i

· rlt J'llJ'l微細l狐I}咄光入椋分+J,'WWt(SF\1 rllS) · EllAX 11: (iPIIじゞ is (エネル,, 一分1枚吼 'iiりI ::lOkV. l"l硫：化（応 IIりIIIJ:;.!C)(l 秒， 山衿

· x,!f!(1 1 iJli'�!rl : 試fl水ヽl�"i'J X 糾'"'り戊rn ,i 11ク ti製 RINT I l 1 1 1wl l l (X線 t'\1-IOkVI叫 Jニオメーク lり l l町 JI! 水'Iげニオメ ー ク

(1)/i ,•x· 2fi) ;·,、 ク ッ,,.J ン ト応l咽杓トル ダー／＂ノ （ ルク 1使Ill, { ンシ·rン トじ ノ ク U使JIJ/カ ウ ン ダL ノ り U メ ー外叫II 免I枚ス リ

ノ ト I . (�1111. 発散糾制限ス リ I 卜 01nn. I枚，r.L ・ 受光 ス リ ッ ト111111切笥 l ・ 筍 :! '.人 リ ットな し1 人り, . . ·i・光ス リ ッ トなし／シン・f・ レーシ n ン

)j ウ ン り んUi lー ドill<続／バ \' / 人 ヒー ト :!. l)(X)(l /111i1 1/tJ ン／ リ ン グ�/ii 0, O�(XJ 1 』tr瀾1 2 0 (J /,l 1ir. 節J lfj;l, ()()()I)ー\JO. IXlO' /J 

オウじ ッ ト 0. (XXXJ ) 'f!JらJ1!'-·rー クを .IAIJECi し· I り ）F:.! でィ・f·ング

，;J �) 現地1/l兄咽で1 ,1,Iやば会ti II ,f,,; リ Lヽ·が（ ト1/))扱心I 1'-: にお111,1,r;,�な り t L. /.:。

<•J I川 ・ なり文r�I;)

澤rift w 1 :1 r11じ後I ll阿釦!I快鉗JiJ 『J脚隣叫 邸JU!咋協会， 加 ：l:I (↓ 

圃l 又リ） 1切7「ハ（ ノ�,i.:ペンガ刃＼・1 位）虹L) 『I I本 又他け科学会:'fl 1 1 11 11人会研究梵k叫i叫 ， ：似 ： l\l (! 

心1'i竹’火 .:!(細 11ff)CJ1ii1 Ji後1 り ( )j) ti"[かも11 1 1 · ,J るペンガラGI>)助奸1:1-1ttJ·· I ろ研究I ll 1 1 本 文化lltf'I祁会第 :lfi [i tl人仝研究りし柁叫竹叫

100 1!)7 L'.{ 

心り割史 :.!()()\),, f刺l叫l\11Ji/1屯船料1.·つい(J 『加劫n!lt:1 11如I 阻nゆJf叫 鹿児晶人-:·油沿研究,,,郎館． 印!i9 �l

; U'仰，
＇火 叫加 IJJ.).;, なハ （プ状(/yツ）jツれ'l(について 一＼ ヽわゆるパイノ状ヘンガノ粒 ｛を含.tなし ..-....,-)/ラの分HW>11f/紅1-J 「 I I

4ゞ又他Hf斗t'/� 筍�Ii j11J人会研究1釦し吸竹叫 I I 本文化財科学会、 lflti 197 山、 おkぴ‘り I Iのポス（/ー

心T l兄［ ］翠 「仰[Jiり代のJ{lA\/ L I I: ノ屈碩糾•卜北）t.-HHlllhにJ1-られる使Illと ＇処悲J j}t., 州 片化F』 筍 62 り， ll.'HI 加摩会,:3炉19 ({ 
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凡 例

追物の'Jj真右 ドの 番 号 は、 以 ドの と お り であ る 。

1 0-08 

Fig. 番号 辿物番 号
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似悴I辻；趾跡 ＿列叫炸裕i1;� (南東から）



旦

,•,'fj([� 沿跡 列軋倅硲令屈 （以Kか ら）

S D 00 1 f, 肉I」 \�犬t凡



巳

$ E 007. I;/竹悶r1f1j (I、r-i,1⑮ら）

S E o 19 I�/汁断圃 （南求から）



旦

4 -

S K 004 1:1\'·1附fr葡 （怜iカヽら）

S K  006 完側状況 （南西か ら）



旦

烈：4検/1\状況 (IY.i求から）



旦

S T  060柏爺検/ 1\状況 （北西から）

S T  060柏益検/1\状況 （南束からー）



旦

S T  060柏斜検/l\状況 （南西から）

S T  060棺内検I且状況 （南束から）



旦

S T  060柏内検/l\状汎 （北西から）

S T 06Q朴·u付杉叶I\�犬抄l (南西カヽら）



旦

S T  060村H朴uf�蓋i·i'l"1灸/ 1甘犬r1l c1ヤJ ill恥 ら）

S T  060柏内死床而検/l\状況ー（南西か ら）



Pla.ll 

S T  060 柏内夕ei和(ij除i後状況 （怜i束か ら）

S T  060 方灌11状抄l (r卜i束か ら）



旦

S T  080 · 085柏益検/1\状況 （北求から）

S T  085 棺益検/1\状況 <r腿か ら）



Pla. 1 3  

s ,.  oss +rn人H灸/I\1犬r>l <怜球カヽら）

S T  085 棺根検I廿状況 （北西から）



Pla. 1 4  

S T  085 i'� 伽l�X.7)1 (1+.i 1Jりカヽ ら）

S T  080柏爺検rl\状況 （南東から）



Pla. 1 5  

S T  080柏内検/I\状汎 （南求から）

S T  080柏内検1 1-1状汎 (1fj1JLjから）



目

S T  080 ゲ¢枷!1犬t>t (」肪iカヽ ら）

S T  105 柏蓋検出状況 （南束から）



目

S T  105 柏益検/I\状況 （北求か ら） f-前は S K 100 

S T  105 棺内検出状況 （南求から）



Pla. 1 8  

S T  I 05 ';'雌 11状汎 (r彬i束か ら）

S T )  1 0 柏爺検出状況 （南求か ら ）



且

S T  1 10柏梢，検/ 1\状況 （北西か ら）

S T 1 1 0 f1'! 内検/ _I\状況 （南如から）



旦

S T  1 1 0柏内検/1\状況 （北西か ら）

S T J 1 0  ,..,! 11 "5 1 Kか ら ., 人 ―"- .「の I- Ht S T 1 85 N r. I· "は S T 1 80 



且

S T  16 5 柏紺，検/I\状祝 (1'屈から）

s 1 1 6s +n爺検出状況 （北束から）



旦

S T  165 柏I勺検/1\状況 <1似i束から）

S T l 10 · 1 65 柏内検/ 1\状況 （北束から）



旦

S T  165 分札11 1甘犬t凡 C北;1/Lj力‘ら）

S T  0 05 検/1\状況 （南求から）
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旦

S T  0 1 0 検/11状況 （怜i米か ら）

S T  0 1 0 柏爺検I廿状況 （北西から）



且

S T  0 1 0 村仕応卜灸/I甘犬汐� (1JL炒ら）

S T  0 1 0柏許，検I廿状況 （北求か ら）



旦

S T  0 1 0柏内検/1\状況 （怜I求か ら）

S T  0 1 0棺r付検出状況 （南束か ら）



旦

S T  035 村け品t){/廿1犬r1l < ,�1,1qから）

S T  0 1 0 加）111状況 （怜i求から）



旦

S T  0 40 柏益検/1\状況 <1+J求から）

S T  0 40柏柑，検/1\状況 （北求から）



且

S T  040 滋枷l状況 （南求から）

S T  040 村膚，検/ I\状況 （南求か ら）



巳

S T  040柏内検/1\状況 （南求か ら）

S T  1 75柏益検/I\状況 （南束から）



Pla.32 

S T  1 75 棺爺検I片状況 （北束か ら）

S T  2 1 5 棺内検/1\状況 （北西か ら）



Pla.33 

S T  2 1 5 棺内検出状況 （南東から）

S T  0 1 5 棺内検出状況 （北西から）



Pla.34 

S T  0 1 5 村II人伸肉/ I \1!.r>� (VCiカヽら）

S T  01 5 柏州細状況 （北所から）



ー・1
|

S
£"
Bl

d
 

U) 



1..{' 

令
� 
-::.. � 
-—J .. � � 
;$ 

巽
� 

|
 

9
£'
Bl

d
 



且

S T  030 +ll払1, ,�w, 栂r1r「i�犬rf� <-1�,Jlれか ら）

S T £?0 !;WI断而状況 (111から）



旦

S T  050 滋�ti状況 （南求か ら）

S T  065 ;'i; 掘状況 （北所か ら）



Pla.39 

S T  70 」;/1'•'1断1/1j状況 （怜i求から）

S T  075柏内検I廿状況 （南束から）



巳

S T  090柏内御I状況 （」肪iから）

S T  095検出状況 （北西から）



Pla.4 1 

S T  135 柏1人］検I廿状況 （南西から）

$ T 1 45 枡対廿ル犬t}1 (1¥1f屑から）



Pla.42 

S T  1 50 検/1\状況 （怜凍から）

確必批l介部分i雌,1状況 （南東か ら）



” 

S T  220 抑硼叫虚 （南求から）

S T  220白色粘 I� 金J屈製111111検出状況 （怜凍か ら）



Pla.44 

S T  220柏1J、I検/1\状況 （怜i束から）

S T  220� 悧状況 （怜i求から）



且

箱式行柏紺罪i雌W状況 （北西から）

節式イi柏烙群 • 列雌炸硲i雌1\状況 （北,,りか ら）



” 

41 ー 1 41 - 2  

41 -4 
41 - 3 41 - 5  

41 -6 41 - 7 
41 - 8  

41 - 9 41 - 1 0 

41 - 1 1  

41 ー 1 3

4 1  - 1 2  



旦

41 ー 14

42- 18 

42 - 20 

42 - 23 

42 - 24 

41 ー 1 5 42 ー 1 7

41 ー 16

42 - 19 

42 - 2 2  

42 - 2 1  

42 - 25 
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